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（１） 

 

特定非営利活動法人 

おもしろ科学たんけん工房 

季刊：4 月、7 月、１0 月 

１月の 各１日発行 

★２０２１年度（令和 3 年度）の「おもしろ科学体験塾」 
４月から来年３月まで年間１77 回の開催を計画しています。 

これは 過去最多の計画だった２０２０年度の１７６回とほゞ同等の計画 

です。そのほか、地域からの要望に応えて数十回の「出前塾」や複数の学校 

からの要望による、１０件を超える「学校支援」実施を予側しています。 

★スタッフ養成研修も、例年通り 計画しています。 
横浜地区で 前期・後期２回、藤沢地区で１回 

 

この号からカラー刷りにしました。 

リソグラフによるモノクロ印刷で

は、折角の写真がよく見えないとい

う欠点がありましたが、これからは

写真もキレイに出ると思います 

同時に、従来の８ページ建てから

A3 中折り A4 仕上がり４ページ

建てに変更しました。 

たんけん通信 ７４ 
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寄附を頂いた方へのお報せ 
確定申告に必要な「寄附金受領証明

書」を、今年も１月下旬にお送りし

ます。賛助会費も寄附の扱いです。

但し、寄付金額３０００円未満の場

合は、ご請求いただいた場合にだ

け、証明書をお送りすることとして

います。ご了承願います。 

 

各地区からのお報せ：   
ここから３ページまでは 5 地区からの様々なお報せです。 

 トピックス・予定の告知・報告・記録・提言 いろいろ。 
 

 
 

湘南工科大学会場での体験塾は、コロナ禍のため 

３月以降は中止になっていましたが、日々の感染者 
数が下火になった６月頃に大学側に打診し、大学自体 
が基本をオンライン授業に制限されているなかで、９ 
月からの条件付き再開にご同意頂きました。 

条件はもちろん感染対策です。再開に向けて定例会 
などで議論し実施要領を作成、その後の体験塾で実施 
した感染対策の内容、課題等について報告します。 
 
（１）感染対策のポイント 

 ・児童は 2 名／卓×8 卓（最大１６名）、全体で 

通常定員の半分とする 
 ・スタッフは２週間前から体調管理を実施 
 ・参加者全員の体温測定、手指消毒を事前に実施 
 ・体験塾前後に会場の消毒をスタッフ全員で実施 
 ・配布物や機材は１週間前までに準備して密閉保管 
 ・各卓に消毒用アルコールを配置、換気の徹底 
 ・児童とアシスタントが対面にならない配置 
 ・指導の時も児童に極力接近しないよう心掛ける 
 ・発熱などの緊急事態の対応手順と担当者を予め定 

める 
 

（２）体験塾再開 
 近隣小学校にはチラシ配布を快く受けて頂き募集 
を始めたところ、１１日間で６６名の応募、同会場 
 

湘南工科大学会場の新型コロナ対策（藤沢）  始まって以来の数でした。IC ラジオ SP というテーマ 
のおかげもありますが、あらゆるイベントが中止さ 
れ、子ども達も保護者もこのような機会を待ち望んで 
いたことが大きいのではないかと感じました。 
 
（３）実施しての課題 

９月、１０月と 2 回の体験塾を実施し、毎回参加者 
から気づきを聴取し実施要領を改訂、次回の感染対策 
に反映しました。 

最大の課題は「児童への指導方法」です。児童に近 
づかないとは言っても、例えば初めてドライバーを使 
う児童には、接近し手を出さない訳にはいきません。 
そこで、具体的には以下のように対応しました。 

①指導の度に手や工具を消毒 

 ②別の児童に移るときにも消毒  
③なるべく後ろ側から指導 
 

初回は多少混乱しましたが、定例会で話し合い共有す 
ることで、２回目はうまく運用できたと考えていま
す。 
 

再び感染が拡大しており今後の進展は不透明です 
が、感染対策の基本を忠実に実行することで、活動を 
継続していきます。最後になりましたが、コロナ禍の 
なか、体験塾の開催を許可頂いた湘南工科大学、チラ 
シ配布にご協力いただいている近隣小学校に心より 
感謝申し上げます。        （浅野 清） 
 

６ヵ月の休止のあと ９月から再開した体験塾やイベントは、さまざまな 

制約を受けながらも、各地区それぞれに、精一杯の努力で展開しています。 

おもしろ科学体験塾・出前・イベント 再開後の状況 
９月～１２月 実績 ➜ 体験塾 ３４回、出前 ７回、イベント ４回 

１月～ ３月 予定 ➜ 体験塾 ３９回、  出前・イベントは未定 

（１月 １１回 ； ２月 １３回 ； ３月 １５回 ） 

 但し、新型コロナの状況次第で中止を余儀なくされることもあります。 
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（２） 

11 月 22 日（日）、晴天に恵まれ、港南台中央公園で

NPO 港南台生き生きプレイパークの竹林まつりが催さ

れ、10～13 時の間、近隣の子ども達や家族連れが生き

生きと元気よく楽しんだ。今回はコロナ感染防止のため

時間短縮と食事制限を設け、 

受付で健康チェックと手洗い消毒を 

して、マスク（3 歳以上）とシンボル 

ワッペンを着けての実施となった。 

出店団体は             シンボルワッペン 

地元のボランティアグループやボーイスカウト等で、 

段ボール遊びや弓の的あて、竹細工、紙飛行機等が楽 

しめた。 

たんけん工房は 

10 名が 2 チームに分かれ、ストロートンボ＆稲垣さん

のプラとんぼ（PET ボトル羽根）とバブロケットを出店

した。大勢が訪れて対応に追われ、前者は約 150 本、後

者はバブ 10 個と再利用で約 180 発と、大盛況だった。 

１ 

2 

３ 

①10 月 24 日戸塚にて、15 人の参加者で「交流発電機」を実施した。 

6 班編成で、新人アシスタント 3 名を含め各班 2～3 名の児童を担当した。 

コロナ禍で今年度初めての体験塾であり、最初は児童・スタッフとも緊張気味 

であったが、発電気の工作に進むころにはすっかりリラックスし、アンケート 

でも半数が「楽しく工作することが出来た」と、大成功であった。 

                 ②11 月 21 日永野小にて、19 人（内、一人自由実習）の参加者で「ぶるぶる 

                 コプター」を実施した。 コロナ対策での席配置・間隔から、児童 2 名に対し 

                 アシスタント 1 名、見学保護者と教室いっぱいに広がって大盛況！？だった。 

                  ガリガリとんぼ・ぶるぶるコプターでの振動・回転の発生、振り子での振動 

                 周期の説明、各種の振動対策（制振・制震）の紹介と盛り沢山であった。 

③11 月 28 日戸塚にて、15 人（内、一人自由実習）の参加者で「デンプンの 

化学」を実施した。 「身近なところで科学体験！」 じゃがいもをすりおろし 

デンプンを粉として取り出し、熱水を加えてかき混ぜ、「のり」「ゲル」を作る 

実験、ヨウ素－デンプン反応での青紫色に染色の体験、デンプンを含む食品の 

調査実験、そして最後はデンプンのりで描いた絵がスプレーで現れビックリ！ 

                 ④12 月 5 日踊場にて、10 人（内、一人自由実習）の参加者で「空気（気体） 

                 の力」を実施した。 ３密対策で、事前収録した実験をビデオで紹介したが、 

                 「現場で現物」には届かなかったようだ。 水漏れペットボトル、下敷きはが 

                 しは身近で経験するので比較的驚きは少なかったが、マグデブルクの半球では 

                 6 人がかりでも離れず、皆ビックリ。 ストローロケットはやはり楽しい！！ 

 

各地区からの便り：   
5 地区からの様々なお報せです。実施報告やイベント告知、 

本やテレビ番組紹介。トピックス・記録・提言 いろいろです。 

戸塚地区 C（10/24、11/28）、永野小（11/21）、踊場（12/5） 

 3 会場ともコロナに負けず、楽しく元気に体験塾が復活！！ 

 

 

東地区だより 三田重雄 

 

 

トンボチームでは 

工作に合わせて飛ばし方の指導もあり、みんな上手くな

った。親子で竹とんぼのキャッチボールを行うほほえま

しい光景も見られ、指導員の八木さんからは(･∀･)のコ

メントがあった。 

一方のバブロケットでは 

落下ケースのキャッチを競い合う場面もあり、2 年生の

女の子は連続 10 回を目標に 20 発以上楽しみ、5 割を

超える成績だった。詰め込むバブの量を変えたり、粉を

詰めたりと、科学の芽生もあり、来年も楽しみである。 

 

バブロケットに夢中 

 

 




